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広島空港における海陸風時の気圧傾度について＊

岸 田 和　　博躰

噂　　要旨：広島空港において，海陸風の特徴をもった風が観測された場合，浜田・松山・高松・福岡間の平均

　　的な気圧傾度を考えると，それは海陸風とほぽ直角に交る場合が多い．

　1．　まえがき

　海陸風は，海と陸の熱容量の差の結果として説明され，

現実には，一般に存在する気圧傾度の中で，その大きさ

が小さい場合に顕著にあらわれると考えられている．

　そこで，広島空港で海陸風の特徴を備えた風が観測さ

れた場合，それが，どのような気圧傾度の中で起こって

いるか，それを量的には握してみたい．

　広島空港では，夜間はNE，昼間はSWの風が卓越す

る1）．以下では，N～ENEとS～WSWの二つの風系の

交替が，主として朝夕行こなわれ，その交替時には風速

が弱まり，それぞれの風系の中ではSWとNEの風が

必ず出現し，これが継続的である場合を，1962年から

1966年迄の5年間の発電式自記風向風速計の自記記録か

ら，海陸風として拾い出している．

　2．　海陸風時の気圧傾度

　福岡航空測候所の調査によると，海陸風は移動性高気

圧や小笠原高気圧の圏内にあるときに多く起こってい

る3）．広島の場合，海陸風の起こった日の天気を調べて

みると，CLR　　　　　，SCTD　　　　　（絹雲層の

BRKN　　　　　，OVC　　　　　も含む）の場合が

多く，大体の気圧配置の想像はっく（第1表）．　同様の

結果は北見枝幸でも確められている2）．これらのこと

は，一般に気圧傾度が緩慢であることと，好天の場合が

多いので，陸上では，海陸風の発達した日は気温の日較

第1表　海陸風発達日の天気状況　（1962～1966）

差が大きいと言われているように，日中の昇温，夜間の

冷却が促進される結果，海上と陸上との間の気温の差が

増大するため，海陸風の発達がうながされることを物語

っている．

　広島水産試験場で観測された9時の海水温と，広島空

港の日最高気温および日最低気温との差に，海陸風出現

の有無を対応させ，第1図のように，便宜的にA・B・

日

　　Xo　　og
A　O　メ8　x　x

　最
8高
　曽O　　　　　　　　　x 兄

　　　　　　　o　　　　　　xxO　　　　　　　　　　　　　　　　　X 6温

　　　　　O　　　　　　x　　　　　　　o　　　　　Oσ：》

　　　一　　　＿　　　一　P　　F　　　　　×日最低気籏Xx8郎

　o　　　　メ　XQ痩x
X　　　♂×Oメ　　x　　メ
　◎X・xXXX繍XX
l．麗溺藪
　BQ　　　ンx×メ邦　　及x

　　　　×

　9

　水卒
　県

～

一一・1く温メぐ

　　　　　X
X　x　ろく

　　X　　一12　　0一！O
x

一θ　　一6　　　X　　　－2 0
x 漱

X　　　　　　　　x ×
一2

Cx
o X
X

一4

x

x
x ’6

第1図 地上気温と海水温との差に対する海陸風の
有無（1963）

○印と×印は，それぞれ海陸風が出現した

場合と出現しなかった場合を示す．
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Cの三っの領域に分ければ，海陸風の出現率は，Cの領

域では0．07に過ぎないが，Bの領域では0・46となり，A

の領域になれば0．69に達する．これらの出現率の間に

は，危険率5％で有意差を認めることができた．またC

領域とB領域との境界面は，気温の日較差が約7℃以上

のところにあり，B領域とA領域との境界線は，気温の

日較差が約11℃以上のところにある．

　このように，海水温と気温との差および気温の日較差

が大きいときほど，海陸風の出現率も大きい．

、天気”15．10．



広島空港における海陸風時の気圧傾度について

　以上の量は，海陸風の場における局地的な気圧傾度に

関係のある量でもあると考えられるが，次にこれよりも

比較的大きな場で考えた気圧傾度にっいて検討する．

　広島では，海陸風の朝の交替は10時前後に行こなわれ

ることが多い1）．従って，9時における気圧傾度を調べ

ることにより，海風も陸風も両方が発達し得る状態を，

ほぽは握することができるであろう．

　第2図は海陸風出現時における9時の浜田・松山間の

気圧差と福岡・高松間の気圧差が，それぞれ1mbの方

第2表　気圧傾度別に見た天気別海陸風の有無
　　　　（1963）
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形内に入る頻度分布を表わし，2％の頻度線の内側には

海陸風の出現した日の83％が含まれている．

　第2表は，第2図に示されるように，気圧差の分布を

A・B・C・Dの四っの区域に分け，それぞれの区域の

中に入うた場合の海陸風の出現率を調べたもので，好天

の場合4地点間の気圧差が小さいほど，出現率が大きく

なり，Aの区域では0．66に達している．

　興味あることは，第2図で気圧の尾根線が五象限から

N象限に傾いていることで，PH畷の平均は一〇．24mb／

100km（標準偏差0．76），pT－Fの平均は＋0．17mb／100

km（標準偏差0．42）となる．この二つの値を合成し，浜

田・松山・高松・福岡間の平均的な気圧傾度を考える

と，その大ぎさは，0．32mb／100kmとなり，その向きは

NNE又はNE（320）およびSSW又はSW（2120）
の風と直角に交ることになる．

　1962年と1963年に起こった海陸風の資料から104個を

抽出して，次の重回帰式を得た．
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　第2図　海陸風時の気圧傾度（1962－1966）
PH～〃，PT～Fは，それぞれ浜田の気圧から松山の気

圧をひいた値・．高松の気圧から福岡の気圧をひいた

値を示し，その頻度を実線（％）で，頻度の峯を鎖

線で表わしている．

1968年10月

　これによれば，第2図のn象限とW象限に（PT耀，

PH～ハ4）がある場合は，V8に対してPT－F，PH畷が互

いにその効果を弱め合うことになり，その効果が0にな

るところは，PH一ルf／PT～F＝・一〇．46で，第2図の尾根線

の勾配に，ほぽ見合っている．この値によれば，この時

の気圧傾度はS又はSSW（200。）およびN又はNNE

（20。）の風に対して直角になる．

　われわれは，恥に対してPT耀，P1／一“を線型に結合

しているが，結局は，われわれが経験する風の中から，

むしろ概念的に補えている多くの海陸風に対し，一般場

の気圧傾度の影響が最も小さくなる付近を第2図の尾根

線は示していると考えられる．

　3．　統計結果に対する考察

　ある地点の気圧は，一般場における気圧（ρ）の上に，

海陸風の場を形成する気圧（ρノ）とが重なったものと考

え，摩擦力は風向に逆向きで，風速に比例すると仮定す

る．そしてρ，の気圧傾度に平行にκ軸，垂直にク軸
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を考え（第3図），運動方程式から，無加速度運動につ

いて水平運動を考えると，風速（7）は
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第3図　実線は海陸風の場を形成する等圧線（グ），

　　　　破線は一般場における等圧線（ρ）を示す．

7一γ、舞・〉（書皇）2＋（暫）2＋ぐ1窒）（袈）＋（鶉）2

　但し，α：比容，ん：摩擦係数，∫：Coriolisfactor

特に，この式の根号の中の第3項（裏）（筈）は，一

般場の気圧傾度と海陸風の場を形成する気圧傾度とが，

風速に対して，相乗的に影響を与えることを示し，以下

の考察で，重要な項である．

　一般場の気圧傾度がなければ，局地現象にっいて∫は

無視できるので，

　　　　　　α　∂グ
　　　　Vo＝ 一 一一一　　　　　　ん1∂κi

　このときは，v。はρノの気圧傾度に平行な風である．

ρの気圧傾度とグの気圧傾度とが直交する場合は，

　　　　7・一諺＋卸傷）2＋（筈）2

　一一般場の気圧傾度が存在する場合は，この時のみ

（男妾）（幕）の項が消滅する・そしてi｛釧が小さく

なるほど，7Pの風向はρの気圧傾度に直角に近づく．

　結局，Pの気圧傾度が緩慢で，しかもρの気圧傾度と

グの気圧傾度とが直交する場合は，海陸風としての性格

を顕示した風が最も吹き易いことになり，前節の統計的

事実によって裏付けられるであろう．

　4．結　　　語

　一般に存在する気圧傾度の中で，むしろ概念的に捕え

ている海陸風は，どのようなものであるか検討してみ

た．

　海陸風は，単に気圧傾度がゆるいだけでなく，それが

海陸風に対して直角に交る場合に，海陸風の性格を顕示

し易いようである．

　なお，この報告は，昭和42年度中国地区気象研究会で

発表したもの1）の一部で，多少訂正・補足を加えたもの

である．残余の部分は別に紹介する予定である．
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